
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
あっという間 に 1 月 が過ぎ去 っていきました。「 1 月 は行 く、2 月 は逃 げる、3 月 は去 る」と

はよく言 ったものです。 日 本 は 4 月 からが新 しい年 度 となりますので、 それに向 けてのこの 3
ヶ月 間 は何 かと忙 しくなり、お まけに 2 月 が 28 日 までしかないことから余 計 に短 く感 じられる
のかも知 れません。 いずれにしてもこんな時 だからこそ、 慌 てることなく腰 を落 ち着 けて毎 日
毎 日 を大 切 に過 ごしたいものですね。  

 
突 然 ですが、「 自 由 」の反 対 語 は何だと思 いますか。お そらく「 不 自 由 」だとか「 束 縛 (そ

くばく)」だ とか「 強 制 」 といったような言 葉 が思 いつくでしょう。 辞 書 を引 いてみるとそれら
の他 に「 責 任 」という単 語 が載 っていました。「 自 由 」の反 対 は「 責 任 」。なるほどなぁと思
いました。  

閑 話 休 題 。 先 日 ある生 徒 から質 問 を受 けました。「 制 服 の上 に着 る『 防 寒 着 』 は、 教 室
で は 認 め られ て いるのに な ぜ休 み 時 間 や 教 室 移 動 の 時 に 廊 下 で着 る こと はダ メな のです
か？ 」と。確 かに教 室 よりも廊 下 の方 が寒 いことが多 いですね。ごもっともな疑 問だと思いま
す。しかし、集 会 の時 に生 徒 指 導 の先 生 が説 明 されましたが、もともと「 防 寒 着 」は登 下 校
の時 のみに許 可 されていたものです。つまり校 内 に入 れば防 寒 着 は脱ぎ学 生 服 で過 ごすとい
うのが決 まりでした。ところがコロナが流 行 し感 染 防 止 のために授 業 中 に換 気 が必 要 なため、
教 室 の窓 やドアを開 けることになりました。あまりに寒 くて授 業 を受 けることに支 障 がある場 合
は「 防 寒 着 」 を着 ても良 い、 ということに変 わったのです。 つまり、 授 業 をしっかり受 けてほ
しいということからのルール変 更だったわけです。 廊 下 では「 校 内 では『 防 寒 着 』 は脱 ぐ」
という決 まりがまだ存在 しているのです。「 廊 下 はダメ」 なのではなく「 授 業 中 は良 い」 とい
う考 え方 です。  

もしも廊 下 でも「 防 寒 着 」が可 となると、朝 登 校 してから下 校 するまでずっと「 防 寒 着 」を
着 たままの人 も出 てくるでしょう。 そうなれば「 防 寒 着 」 の下 に制 服 を着ずに例 えばずっとト
レーナーを着 てくる人 がいても分 からなくなります。では、いっそのこと、「 制 服 」をなくしてし
まって、みんなが自 由 に「 私 服 」で過 ごせば良 いじゃないか、という意 見 の人 もいるでしょう。
「 制 服 」 は何 のためにあるのかということです。「 制 服 」 を着 用 して「 名 札 」 をつけることに
よって、不 審 者 や他 の生 徒 との見 分 けになるということや、生 徒 同 士 の一 体 感 や連 帯 意 識 に
つながるといったことも一 つの理 由 でしょう。 他 にもあると思 いますが。 もし、「 制 服 」 がなく
なり毎 日 みんなが「 私 服 」で学 校 生 活 を送 る。少 し想 像 してみてください。いかがでしょうか。
このことにお そらく正 解 はありません。想 像 力 を働 かせてより良 い選 択 をしていくことが大 切 だ
と思 います。ぜひ、引 き続 きこれからも一 人 ひとりが想 像 力 を働 かせて考 えてほしいと思 いま
す。  

 
話 は戻 ります。「 自 由 」と「 責 任 」。そう、「 自 由 」とは

素 晴 らしいことで、 誰 もが理 想 とするところです。 しかしそ
の一 方 で「 自 由 」 の裏 には必ず 「 責 任 」 がついてくる、
ということを忘 れてはなりません。「 車 が来 てなかったら赤
信 号 で渡 っても良 いじゃないか」 と言 って信 号 を守 らなけ
ればどうなるでしょう。お そらく事 故 や大 怪 我 につながるで
しょう。 責 任 は自 分 が背 負 わなければならないのです。  

最 近 よく問 題 になっている SNS でも同 じことがいえると
思 います。画 像 や文 章 を発 信 することはその人 の「 自 由 」
です。しかし、そこには大 きな「 責 任 」がついてきます… 。  
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「自由」と「責任」。 



日 曜 行　　　　　　事 日 曜 行　　　　　　事

1 水
朝読なし・45×4、部停
茨木冬季研 C 水1 水2 水3 水4 1 水

特別選抜合格発表
公立懇談⑤ C 水1 水2 水3 水4 水5

2 木 C 木1 木2 木3 木4 木5 総 2 木
朝読あり・45×6、ランチ12:20
職員会議、(6)3年生を送る会 C 木1 木2 木3 木4 木5 総

3 金 C 金1 金2 金3 金4 金5 総 3 金
一般選抜出願①

C 金1 金2 金3 金4 金5 総

4 土
市PTA大会

4 土
中条地区文化祭（展示）

5 日
東奈良地区文化展

5 日

6 月 C 月1 月2 月3 月4 月5 学 6 月
一般選抜出願②

C 月1 月2 月3 月4 月5 総

7 火
特別選抜(音)出願

C 道 火2 火3 火4 火5 火6 7 火
一般選抜出願③

C 道 火2 火3 火4 火5 火6

8 水 C 水1 水2 水3 水4 水5 木5 8 水
卒業式特別時間割（～3/14）
3年(水1234総総) C 水1 水2 水3 水4 水5 総

9 木 C 木1 木2 木3 木4 木5 総 9 木
3年(木123総総総)

C 木1 木2 木3 木4 木5 総

10 金
朝読なし・45×5、ランチ12:10
新入生説明会、私学入試① C 金1 金2 金3 金4 金5 10 金

一般選抜入試
3年午前のみ C 金1 金2 金3 金4 金5 総

11 土
私学入試②

11 土

12 日 12 日

13 月
朝読あり・45×6、ランチ12:20
職員会議 C 月1 月2 月3 月4 月5 総 13 月

朝読あり・50×4、ランチなし
卒業式前日準備、部活停止 C 月1 月2 月3 月4

14 火
12年テスト1週間前　　　　　　　　　　部停
特別選抜出願①、(56)授業参観
学校運営協議会

C 道 火2 火3 火4 火5 火6 14 火
第76回卒業証書授与式
ランチなし C 行 行 行 学

15 水
朝読あり・45×5、ランチ12:20
(6)道徳授業研、特別選抜出願②、Jアラート訓練
PTA総会、PTA実行委員会

C 水1 水2 水3 水4 水5 15 水
朝読なし・45×5、ランチ12:10
(6)授業研 C 水1 水2 水3 水4 水5

16 木 C 木1 木2 木3 木4 木5 総 16 木
(1～4)TIMSS調査(2-2）

C 木1 木2 木3 木4 木5 総

17 金 C 金1 金2 金3 金4 金5 総 17 金
朝読なし・45×4、ランチ12:25

C 金1 金2 金3 金4

18 土
特別選抜(音)

18 土

19 日 19 日

20 月
特別選抜入試①

C 月1 月2 月3 月4 月5 総 20 月
朝読なし・45×4、ランチ12:25
一般選抜合格発表 C 月1 月2 月3 月4

21 火
特別選抜入試②
12年学年末考査① C 道 火2 火3 火4 火5 火6 21 火

春分の日
C

22 水
12年学年末考査②
公立懇談① C 木1 木2 木3 木4 木5 22 水

朝読なし・45×4、ランチ12:25
C 月5 火6 総 総

23 木
天皇誕生日

23 木
朝読なし・45×4、ランチ12:25
(AM)学年集会、(3～)大掃除 C 学 学 総 学

24 金
12年学年末考査③
公立懇談② C 金1 金2 金3 金4 金5 24 金

修了式・集会、一旦下校
C 行 学

25 土
中条地区文化祭（舞台発表）

25 土

26 日 26 日

27 月
公立懇談③

C 月1 月2 月3 月4 月5 総 27 月
公立二次選抜合格発表

28 火
公立懇談④

C 火6 火2 火3 火4 火5 道 28 火

29 水

30 木

31 金

　※現段階での予定です。今後の状況により変更となる可能性があります。

備　　考

【２月の行事予定】 【３月の行事予定】
備　　考


